日本の開業思想 ─本多利明を中心に─ by 森岡 邦泰
．はじめに
西洋人の植民活動は、江戸時代も知られ、西川如見（ 、天文・地理学者）や新
井白石（ ）などが記しているが、そこではまだ 植民 という語は用いられてい






筑忠雄（ ）がケンペル （ ）の 日本誌 の付録
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）以下の叙述は、黒田謙一、第 章によっている。
）黒田謙一、 ページ。
）同上。なお 日本国語大辞典 （小学館）の 植民 の項によれば、この言葉が普及したのは、 慶応再
販英和対訳辞書 （ ）に の訳語としてこの語が採用され、その後の英和辞典に継承されていっ
たためという。
ケンペルが日本で紹介され、一般の知識人が知るようになったのは、志筑忠雄の翻訳 鎖国論
（ 、享和元）からだとされているが（クライナー、ヨゼフ、 ページ）、本多利明の 西域物語 が
書かれたのは 年だから（塚谷晃弘・蔵並省自 本多利明 海保青陵 日本思想大系 、岩波書店、












に使っている 社会 個人 近代 美 恋愛 存在 も新造語であった ）。自然科学
の用語も漢字の造語力を駆使して翻訳され（数学で言えば、たとえば を 行列 と
訳したり、 を 行列式 と訳したりしている ）。物理でも化学でも同様）、自
然科学の教科書や論文を日本語で書くことを可能にした（今日でも多くのアジア・アフリカ




を主催して碑を立てている ）。 歳の時（ 年）、江戸で算学・天文の私塾を開いた在野
の学者で、身分は家持町人である。晩年（ 年）には加賀藩から二十人扶持を受けてい
る。諸国の藩士・儒者に門人がいたようで、 行状記 によれば 数百輩 である。しかし
今日、算術家というよりその経世論で名前が知られている。
江戸時代、ロシアの南進を契機に、対外的危機意識の高まりが起こってくる。北方問題で




（ 年）を著し、ロシア対策を提言した。これを見た老中・田沼意次は 年（天明 ）
に勘定奉行・松本秀持に蝦夷地調査を命じた。
さらに 年ロシア使節ラックスマンが根室に来航して国交を求めてきた。林子平はそれ
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）竹市明弘・常俊宗三郎編、 ページ。ディオゲネス・ラエルティオス、 ページ。
）柳父章、 まえがき 。








） 大系 解説 ページ。
）以下の叙述は、菊池勇夫、 ページ以下による。
日本の開業思想（森岡）








著せり ）といって、 書 すなわち 日本誌 について述べている。ケンペルの後、すな
わち 其後も アーレントイルシムペートと云カピタン東都へも二次参り、殊に日本の事
に委く、書を著はしアモニタチユンと題号せり ）といっている。この アモニタチユ















） 大系 経世秘策 補遺 ページ。
） 大系 西域物語 中 ページ。
） 大系 西域物語 中 ページ。






）小堀桂一郎、 ページ。阿部氏は 廻国奇観 を実見したかどうか疑わしいとしている（阿部真
琴 本多利明の伝記的研究 ページ）。
） 大系 経世秘策 巻上 ページ。
である。あるいは 是を修行すれは国家豊饒となる。是を修行せされは国家衰微となる。是
れ即治道自然の天理にして、国土守護の天職なり。依て是を四大急務と云ふ ）。逆にこの















これらはみな、 太陽の一物 より出たもので、太陽の 光輝温熱 が焔硝となり、潮汐
となり，硫黄となり、それが燃焼すると、炎火となって再び太陽へ戻る。かくして太陽の
光輝温熱 という 無体 のものが、焔硝という 有体 となって、それが燃えるとまた
無体 となって、 廻転 するという ）。つまり太陽エネルギーが焔硝のような物体（ 有
体 ）となって、それが燃焼すれば、再び形のない 無体 のエネルギー形態となるのであ
る。このようにエネルギーと物質が次々と相互に形態を変えていくと見ている。その意味
で、エネルギーと物質が同じものだと見ていることになる。
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） 本多利明集 自然治道之弁 ページ。
























板垣英治氏は、潮気干満説の事例として本多利明の 山塩硝 （寛政 年、 ）をあ
げ、また大気説の事例としてやはり本多利明の 硝石製造大略 （寛政 年、 ）をあげ
ている。また同じく本多の 硝石製造大略 では、フランスの事例を引いて西洋における硝





論 の議論になるに違いない。 硝石製造大略 は硝石の取り方の非常に技術的な著作で、














）板垣英治、 ページ。より詳しくは本多利明 硝石製造大略 。
）本多利明 硝石製造大略 、及び板垣英治、 ページ。
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） 大系 経世秘策 後編 ページ。
） 大系 経世秘策 後編 ページ。
） 大系 経世秘策 後編 ページ。
） 大系 経世秘策 後編 ページ。
） 大系 経世秘策 巻上 ページ。
） 大系 経世秘策 巻上 ページ。











職 であり、 商民 に任すべきではないからであり、万一商民に任そうものなら 奸計貪







年江戸へ廻して、普通凡そ 文の値がつく。この割合を以て考えると、 分の は商家の














（ ）に総数 艘（ちなみに樽廻船は 艘）が確認されており ）、柚木學氏の研究によ
ると、天明 年（ ）から天保 年（ ）の 年間で、一年平均約 艘の難破船・荷打
） 大系 経世秘策 巻上 ページ。
） 大系 経世秘策 巻上 ページ。
） 大系 西域物語 下 ページ。
） 大系 経世秘策 巻上 ページ。
） 大系 西域物語 上 ページ。



















行の圧政にも拘わらず、もとの百姓が 万人いるとすれば、 年のうちに、 万 人とな







ある ）。だから航海術に熟練して 官船を用いて運送交易 しなければならない ）。 渡
海・運送・交易 で、よそから必要な物資を日本に供給することによって、 衣食住共に湧
き出し 、何不自由なくなるだろう ）。こうして 飢寒 を防ぐことができ、さらに 万国
の国産を抜取 ることができる ）。そうすれば生産物は次第に多く入ってくるので、 万民
大阪商業大学論集 第 巻 第 号（通号 号）
）柚木學、 ページ。本多は新潟から大阪まで米を船で運ぶと、荷投げや破船で ％の損失が生じると
いうが、これがどこまで妥当かは不明（ 大系 経世秘策 後編 ページ）。
） 大系 経世秘策 巻上 ページ。
） 大系 経世秘策 巻上 ページ。
） 大系 西域物語 下 ページ。
） 大系 西域物語 下 ページ。
） 大系 西域物語 下 ページ。
） 大系 西域物語 下 ページ。
） 大系 経世秘策 巻上 ページ。

































） 大系 経世秘策 巻上 ページ。
） 大系 経世秘策 巻上 ページ。
） 大系 西域物語 下 ページ。
） 蝦夷道知邊 本多利明集 ページ。
） 大系 西域物語 中 ページ。小田氏によれば、ほかの重商主義者同様、帝国主義的侵略の意図
だという（小田信士 本多利明の重商主義思想 ページ）。
） 大系 西域物語 下 ページ。
） 大系 西域物語 下 ページ。
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） 大系 西域物語 中 ページ。
） 大系 経世秘策 補遺 ページ。
） 大系 経世秘策 補遺 ページ。
） 大系 経世秘策 後編 ページ。
） 大系 経世秘策 補遺 ページ。
） 大系 西域物語 上 ページ。
） 年にカムチャッカ長官のベームは、南クリール諸島の武力制圧と要塞構築を上申している（秋月俊
幸、 ページ）。
） 大系 西域物語 中 ページ。
） 大系 西域物語 上 ページ











本多は、カムチャッカは 度から 余度の大国で、イギリスは赤道以北 余度より 余度に















に帰す。 開業 独 成就して国家を保持する本意に かない、 日本と異国境界も自然と立
て、国家鎮護の天職に かなう ）。
カムチャッカに大都会ができれば、その勢いに乗じて、カムチャッカより南洋の諸島も




） 大系 西域物語 下 ページ。
） 大系 経世秘策 後編 ページ。
） 大系 西域物語 中 ページ。
） 大系 西域物語 中 ページ。
） 大系 西域物語 中 ページ。
） 大系 西域物語 中 ページ。
） 大系 西域物語 上 ページ。
） 大系 西域物語 中 ページ。
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） 経済放言 本多利明集 ページ。
）森岡邦泰、 ページ。
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） 大系 西域物語 下 ページ。
） 大系 西域物語 下 ページ。
） 大系 西域物語 下 ページ。
） 大系 西域物語 下 ページ。
） 大系 西域物語 中 ページ。
）本多は、ロシア人とアイヌの争い（死者も発生）が起こったことも知っていたが（宮田 本多利明の
北方開発経済思想──寛政三年成立 赤夷動静 を中心として ページ）、それでも全体としてはこう
見ているのである。
エカテリーナの大徳のゆえに、焔硝も英物も国家のために用いられ ）、現在 天下の大
























それに加えて 日本の風俗人情 は、 支那の教訓 に染まっているので、 支那の聖賢の
教訓に洩たる四大急務 などは夢にも知らない。加えて支那は、 地続の山国 で、船舶輸
送が不便な国である。物資の輸送を 人力牛馬 をもってしては、大都会の維持が困難であ
る ）。よって周囲を海に囲まれた日本と比べると 悪国 であって、国務に欠陥もあり、
手本とするには足らない ）。
しかるに日本は海国なので、 渡海・運送・交易 は 国君の天職最大一の国務 であ
る。従って、 万国へ船舶を遣りて、国用の要用たる産物、及び金銀銅を抜き取て日本へ入
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しかるに日本では西洋を畜生国と見なし、 国初 より、 支那の書籍に外書籍なし，是を
熟読して其意味を会得 することにより知見を得た 国風 であった。そして漢籍を読み詩
文を作ることを手柄にして衆人を見下し、衆人に忌み嫌われている人が 人中 、 人はい















だから、それへ入る近道は、 究理学 ）である。究理学とは、利明によれば、 天地の
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） 大系 西域物語 上 ページ。
）当時蘭学者の間では物理学。利明にとっては、天文・地理を中心とする自然科学。
） 大系 西域物語 上 ページ。







かったであろう ）。つまり植民というよりは、開業だったわけである。 西域物語 経済
秘策 などの主著においては、文明化作用による開拓は述べても、移民は述べられていな
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